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あ
な
た
に
と
っ
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
はジ

ェ
ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を

め
ぐ
る
様
々
な
話
題
が
、
連
日
の
よ
う
に

聞
こ
え
て
く
る
。
女
性
議
員
や
女
性
管
理

職
の
数
の
少
な
さ
、
中
学
・
高
校
で
広
が

る
制
服
の
選
択
制
、
経
口
妊
娠
中
絶
薬
の

認
可
、
芸
能
事
務
所
で
の
少
年
た
ち
に
対

す
る
性
暴
力
報
道
、
同
性
婚
を
認
め
な
い

こ
と
へ
の
違
憲
判
決
…
。
誰
か
に
と
っ
て

は
、
よ
り
自
由
で
平
等
な
社
会
に
向
か
う

変
化
で
あ
り
、
別
の
誰
か
に
と
っ
て
は
、

社
会
の
「
常
識
」
を
揺
る
が
し
不
安
と
焦

燥
を
も
た
ら
す
変
化
か
も
し
れ
な
い
。
あ

な
た
に
と
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

大
き
な
話
題
に
限
ら
ず
、
日
常
生
活
の

中
で
、
私
た
ち
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
わ
る

価
値
観
を
言
葉
や
行
動
で
表
現
し
、
し
ば

し
ば
他
者
と
不
協
和
音
を
引
き
起
こ
す
。

家
事
や
育
児
な
ど
の
分
担
を
め
ぐ
る
喧
嘩

この問いに、「はい」と答えてくださる方を１人でも増やしたい！…これは、職員をはじめ、
男女平等社会をめざしてプラザで活動する区民の皆さん共通の想いです。

そこで、多くの方にプラザを知っていただくために、今号は「プラザ大特集」として、前半では、
区民によって組織されたプラザ運営委員会の委員長である池谷美衣子さんにプラザの役割などに
ついて解説していただき、後半では、プラザが行っている各種事業を紹介することにしました。

気づき、学び、人…プラザにはいろいろな形の出会いがあります。身近な存在として、多く
の方にプラザを活かしていただけるように、これからも様々な事業を推進していきます。

や
イ
ラ
イ
ラ
、
性
別
と
見
た
目
・
ふ
る
ま

い
の
関
係
に
つ
い
て
、
世
代
間
で
顕
在
化

す
る
驚
く
よ
う
な
感
覚
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
そ

し
て
、
職
場
や
地
域
社
会
で
交
わ
さ
れ
る

軽
口
の
内
容
や
当
然
視
さ
れ
る
習
慣
へ
の

払
拭
で
き
な
い
モ
ヤ
モ
ヤ
…
。
「
男
だ
か

ら
／
男
の
く
せ
に
」
「
女
と
し
て
／
女
な

の
に
」
「
普
通
は
／
当
然
だ
」
と
い
ち
い

ち
主
張
し
な
く
て
も
、
私
た
ち
は
日
々
の

言
動
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
に
も

と
づ
い
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
「
実
践
」
し
、

周
囲
に
影
響
を
与
え
あ
う
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
め
ぐ
っ
て
は
、
誰
ひ
と
り
、
無
関
係
で

は
い
ら
れ
な
い
。

男
女
平
等
推
進
プ
ラ
ザ
は 

何
の
た
め
に
、
誰
の
た
め
に

国
連
、
日
本
、
そ
し
て
、
こ
こ
台
東
区

は
、
誰
も
が
性
別
に
関
わ
り
な
く
個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
、
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
と
宣
言
し
て
き
た
。
台
東
区
で
は
、

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
「
東
京
都

台
東
区
男
女
平
等
推
進
基
本
条
例
」
を

定
め
、
現
在
は
第
５
次
に
あ
た
る
「
行

動
計
画
」
が
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）

─
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
の
期

間
、
１
０
２
の
事
業
に
具
体
化
さ
れ
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
区
民
の
暮
ら
し
は
政
策

や
事
業
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
一
人
ひ
と
り
の
生
活
課
題
は
多

様
で
あ
り
、
性
差
別
に
も
と
づ
く
困
難

の
経
験
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
心
を
も
つ

き
っ
か
け
も
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
そ
こ
で
、

暮
ら
し
と
政
治
を
つ
な
ぎ
、
区
民
の
立

場
か
ら
主
体
的
に
男
女
平
等
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
推
進
す
る
拠
点
と
し
て

「
台
東
区
立
男
女
平
等
推
進
プ
ラ
ザ
」

（
以
下
、
プ
ラ
ザ
）
が
あ
る
。

プ
ラ
ザ
の
「
は
ば
た
き
21
」
と
い
う
愛

称
は
、
21
世
紀
が
男
女
平
等
社
会
に
向

か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
く
こ
と
を
め
ざ
し

て
付
け
ら
れ
た
。
開
設
は
２
０
０
１(

平

成
13)

年
９
月
だ
が
、
プ
ラ
ザ
の
前
史
を

さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
台
東
区
に
婦
人
セ
ン

タ
ー
建
設
を
求
め
る
区
民
た
ち
の
取
り
組

み
が
１
９
７
０
年
代
か
ら
あ
っ
た
。
私
た

ち
は
、
今
、
そ
の
歴
史
の
上
に
た
つ
。

開
設
か
ら
今
年
度
で
23
年
目
、
プ
ラ

ザ
の
「
は
ば
た
き
」
の
蓄
積
は
四
半
世

紀
も
間
近
で
あ
る
。
こ
の
間
、
日
本
に

お
け
る
男
女
平
等
推
進
は
決
し
て
平
坦

な
歩
み
で
は
な
か
っ
た
が
、
最
近
で
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
一
つ
の
追
い
風
に
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
日
本
で
も
市

民
権
を
得
つ
つ
あ
る
。

力
強
い
「
は
ば
た
き
」
を
創
り
出

す
た
め
に

他
方
で
、
課
題
も
多
い
。
男
女
平
等
を

め
ざ
す
草
の
根
の
取
り
組
み
に
は
世
代
間

の
断
絶
が
大
き
い
。
若
い
世
代
を
中
心
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が

活
性
化
す
る
今
日
、
世
代
間
の
対
話
を
い

か
に
生
み
出
す
か
は
全
国
共
通
の
課
題

だ
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に

向
け
て
、
行
政
と
区
民
が
ど
の
よ
う
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
協
力
関
係
）
を
形

成
で
き
る
の
か
も
問
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
複
雑
化
す
る
区
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

る
に
は
専
門
機
関
と
し
て
の
調
査
研
究
と

そ
れ
に
も
と
づ
く
事
業
構
想
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
大
学
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
プ
ラ
ザ
職
員
の
専
門
性
確
保
も
切
に
求

め
ら
れ
る
。

く
わ
え
て
、長
期
計
画
と
施
策
体
系
に
も

と
づ
く
男
女
平
等
推
進
分
野
は
、全
国
ど

こ
で
も
同
じ
よ
う
な
事
業
が
展
開
さ
れ
る

〝
金
太
郎
飴
〟
に
な
り
が
ち
だ
。
し
か

し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
地
域
課
題
と
深
く
関

わ
る
。
た
と
え
ば
台
東
区
は
、
自
治
組
織

や
祭
り
な
ど
区
民
の
努
力
に
よ
っ
て
伝
統

文
化
を
継
承
し
て
き
た
実
績
が
あ
り
、
そ

れ
ら
は
観
光
資
源
と
し
て
も
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
誰
か

の
我
慢
や
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
文
化
を

「
伝
統
」
と
し
て
次
世
代
に
継
承
し
な
い

た
め
に
、
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た
違
和
感

を
認
め
あ
い
、
新
た
な
伝
統
へ
と
再
創
造

し
て
い
き
た
い
。

プ
ラ
ザ
の
「
は
ば
た
き
」
を
拡
げ
、
台

東
区
の
魅
力
を
強
化
し
、
誰
も
が
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
へ
と
つ
な
げ
る
た

め
に
、
あ
な
た
の
一
歩
が
プ
ラ
ザ
か
ら
始

ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

─ 

台
東
区
立
男
女
平
等
推
進
プ
ラ
ザ
運
営
委
員
会
・
委
員
長
／
東
海
大
学
─ 

池い
け

　
谷が

や

　
美み

　
衣え

　
子こ 

さ 

ん

寄  

稿ジェ
ン
ダ
ー
平
等
な
暮
ら
し
を
つ
く
る
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
暮
ら
し
を
つ
く
る
、

　
あ
な
た
の
一
歩
を
プ
ラ
ザ
か
ら

　
あ
な
た
の
一
歩
を
プ
ラ
ザ
か
ら

特集　男女平等推進プラザ「はばたき２１」をご存知ですか？特集　男女平等推進プラザ「はばたき２１」をご存知ですか？

東海大学スチューデントアチーブメント
センター准教授、博士(教育学)。専門は
生涯学習・社会教育。
『ワークライフバランス時代における社
会教育』（共著、日本社会教育学会編 
2021）、「女性たちが学ぶことの今日
的な意味：国立市公民館における女性講
座参加者の経験から」（共著、『社会教
育学研究』No.54、2018）など。

池谷美衣子さんプロフィール

① 利用者・対象者は女性に限定されるの？
プラザの利用者や対象者は、女性に限定され

るわけではなく、実際、男性の利用者や参加者
も珍しくありません。女性を対象にした事業が
多いのは、性差別が構造化された社会の中で、
性別ゆえに困難を抱えたり不利な状況に置かれ
がちなのは女性が多いためです。また、性的マ
イノリティの施設利用はもちろん、性的マイノ
リティが抱える困難や課題の解消もプラザが取
り組むテーマですし、男女平等社会の追求と性
的マイノリティが生きやすい社会を作ること
は、二者択一ではありません。

さらには、SOGI（性的指向・性自認）だけで
なく、外国人や障がい者、また、高齢者や若者
など、プラザは多様な区民に広く利用される必
要があります。プラザは「誰もが自分らしく生
きること」を支える拠点施設であり、多様な利
用者がいることで、多様な視点を生み出すこと
ができるのです。

② ジェンダー課題の解決のために活動する
人だけが利用できるの？

もちろん、ジェンダー平等の実現に向けて積
極的に活動に取り組む区民には、ぜひプラザと
つながってほしいと思います。しかし、そうし
た区民だけではなく、たとえば、ジェンダーは
よくわからないけれど、自身が直面している困
難に対処したい人、ジェンダーにもとづくイラ
イラやモヤモヤを感じている人、興味はあるけ
ど難しそうと迷っている人、さらには、すでに
男女平等は達成された気がしている人、社会の
変化と自分の「常識」にズレを感じて戸惑って
いる人など、区民の様々な関心を受け止める場
としてプラザはあります。

また、プラザを利用する区民の自主活動は、
必ずしもジェンダー課題の解決「だけ」に取り
組んでいるわけではありません。文化を含む趣
味の活動や、歴史や海外事情などの教養的な学
び、スキルを磨く活動など、区民の自主サーク
ル（プラザ登録団体）の活動内容は多岐にわた
ります。仲間とともに活動を楽しみながら、そ
の中で役割分担や性別にもとづいて期待される
言動を見直し、一人ひとりの得意分野を活かす
ことを心がけたり、文化や歴史の中で形成され
てきたジェンダーに関する慣習を発見して掘り
下げたり、自分とは異なる意見や考えと出会っ
て話し合ってみたりすることが、ジェンダーを
考える契機になります。自主サークルの活動に
は、暮らしの中からジェンダーの視点を育むこ
とが期待されているのです。

男女共同参画推進施設に対するよ
くある疑問や誤解について、池谷
さんに解説していただきました。

なるほど


